
安
心
・
安
全
な
農
産
物
の
生
産

１
．
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
と
は
（
Ｇ
ｏ
ｏ
ｄ　

Ａ
ｇ
ｒ

ｉ
ｃ
ｕ
ｌ
ｔ
ｕ
ｒ
ａ
ｌ　

Ｐ
ｒ
ａ
ｃ
ｔ

ｉ
ｃ
ｅ
）
の
略
で
、
農
業
生
産
工
程
管

理
と
訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

簡
単
に
言
え
ば
、「
適
正
な
（
良
い
）

農
業
の
実
践
」
で
す
。

　

Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
み
は
特
別
な
こ
と
で

は
な
く
、
す
で
に
生
産
者
の
皆
さ
ん
が

実
践
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
し
か
し
、

こ
れ
ま
で
の
農
業
生
産
活
動
で
は
経
験

や
勘
に
頼
り
、
客
観
的
に
確
認
で
き
な

い
（
見
え
な
い
）
部
分
が
多
い
た
め
、

万
が
一
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
対

策
に
時
間
を
要
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

よ
り
良
い
農
業
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、

生
産
工
程
に
応
じ
た
危
害
防
止
の
た
め

２
．
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
つ
い
て

・
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
制
度
と
は

　

農
業
者
の
「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
の
取
組

み
を
千
葉
県
が
確
認
・
評
価
す
る
制
度

で
す
。
つ
ま
り
、
農
業
者
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
を

適
正
に
行
う
こ
と
を
支
援
し
農
業
者
の

取
組
み
結
果
を
、
千
葉
県
が
確
認
し
評

価
・
認
証
す
る
仕
組
み
で
す
。
制
度
と

し
て
は
、
食
品
安
全
、
環
境
保
全
、
労

働
安
全
の
確
保
の
ほ
か
、
経
営
改
善
の

手
段
、
国
際
水
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
へ
の
足
掛

か
り
、東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
へ
の
農
産

物
供
給
へ
の
対
応
な
ど
の
た
め
に
作
ら

れ
ま
し
た
。

　

取
組
み
方
と
し
て
は
、
野
菜
や
米
な

ど
、
作
物
ご
と
に
決
め
ら
れ
た
「
取
組

み
項
目
」
に
取
組
み
、
自
己
点
検
（
セ

ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
）
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、

取
組
み
が
不
十
分
な
項
目
を
確
認
し
、

改
善
し
て
い
き
ま
す
。
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ

ク
で
、
不
十
分
な
項
目
が
な
く
な
っ
た

ら
、
県
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
取
組
み
項
目
は
、
農
薬
や
燃
料

の
適
正
保
管
や
農
作
物
の
衛
生
的
な
取

扱
い
、
農
作
業
の
安
全
対
策
な
ど
、
農

業
経
営
で
の「
リ
ス
ク
」（
危
険
性
）を
減

ら
し
て
い
き
ま
す
。

【全体運】アクティブに動き回れそう。やってみたいことがあれば、意欲的にチャレンジしてみて。講演会にも注目を
【健康運】冷え対策を万全に。軽いマッサージが吉
【幸運を呼ぶ食べ物】のり

双子座　5/21～6/21

【全体運】物事を悪い方向に受け取りやすい傾向あり。意識してプラスに捉えて。気晴らしには神社や仏閣巡りがお勧め
【健康運】不調を感じたら、十分な休息を心掛けて
【幸運を呼ぶ食べ物】アサリ

蟹座　6/22～7/22

の
点
検
を
行
い
、
対
策
を
ル
ー
ル
化
し
、

必
要
な
場
合
は
文
書
に
残
す
こ
と
が
大

切
で
す
。

●
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
目
的
・
意
義

Ｑ
農
業
を
し
て
い
て
こ
ん
な
経
験
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
か
？

・
農
作
業
中
に
事
故
が
起
こ
り
そ
う
に

な
っ
た

・
使
い
た
い
と
き
に
道
具
、
肥
料
、
農

薬
が
見
つ
か
ら
な
い

・
使
用
期
限
が
切
れ
て
し
ま
っ
た
農
薬

が
あ
る

・
不
適
切
な
燃
料
保
管
に
よ
り
火
災
が

起
き
そ
う
に
な
っ
た

・
異
物
混
入
の
ク
レ
ー
ム
が
き
た

・
農
業
機
械
が
動
か
な
か
っ
た

・
農
薬
を
い
つ
散
布
し
た
か
忘
れ
て
し

ま
っ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　

な
ど

　

以
上
の
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
し
ま

う
と
将
来
的
に
大
変
な
こ
と
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

農
場
に
と
っ
て
マ
イ
ナ
ス
に
つ
な
が

る
こ
と
を
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
農
場
運

営
を
改
善
す
る
こ
と
が
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組

み
で
す
。

ゴ
マ
ー
ク
を
使
用
す
る
こ
と
が
出
来
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央
で
は
「
ち
ば
Ｇ

Ａ
Ｐ
」
の
取
得
認
証
の
た
め
の
支
援
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、

興
味
の
あ
る
方
は
、
松
戸
経
済
セ
ン
タ

ー
、
流
山
経
済
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
を

お
願
い
し
ま
す
。

３
．
生
産
履
歴
管
理
シ
ス
テ
ム
で
の

　
　

管
理
の
徹
底
に
つ
い
て

　

農
産
物
の
出
荷
販
売
に
は
、
食
の
安

全
・
安
心
な
農
産
物
の
取
組
み
が
重
要

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
、
無

登
録
農
薬
の
使
用
や
残
留
基
準
値
超
過

に
つ
い
て
は
、
収
穫
前
の
廃
棄
や
出
荷

物
の
回
収
、
賠
償
問
題
な
ど
経
済
的
損

失
を
免
れ
な
い
事
態
に
な
る
可
能
性
が

非
常
に
高
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
近

年
、
消
費
者
の
安
全
・
安
心
志
向
の
高

ま
り
か
ら
、
そ
の
よ
う
な
事
故
を
起
こ

し
た
場
合
の
風
評
被
害
や
信
用
の
失
墜

な
ど
産
地
と
し
て
深
刻
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
１
人
の
生
産
者

の
事
故
が
産
地
全
体
の
死
活
問
題
に
な

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
、
場
合
に

よ
っ
て
は
新
聞
等
で
公
表
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
メ
リ
ッ
ト

①
東
京
２
０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大

会
の
農
産
物
調
達
基
準
へ
の
対

応
が
で
き
ま
す
。

　

農
産
物
供
給
の
要
件
と
し
て
、

国
際
水
準
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
な
ど
の
ほ

か
、
都
道
府
県
の
Ｇ
Ａ
Ｐ
（
ち

ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
）
の
認
証
を
受
け
る

こ
と
で
、
農
産
物
供
給
へ
の
第

一
歩
に
な
り
ま
す
。

②
評
価
・
認
証
費
用
が
無
料
で

す
。

　

民
間
Ｇ
Ａ
Ｐ
で
は
、
認
証
費

用
が
掛
か
り
ま
す
が
、
ち
ば
Ｇ

Ａ
Ｐ
は
県
が
確
認
・
評
価
を
行

う
た
め
無
料
で
す
。

　

ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
認
証
期
間
は

平
成
３
０
年
２
月
１
日
よ
り
運

用
を
開
始
し
、
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
終
了

時
（
平
成
３
２
年
度
）
に
見
直

し
を
検
討
す
る
そ
う
で
す
。
認

証
の
有
効
期
間
は
１
年
で
、
審

査
結
果
及
び
評
価
結
果
で
全
項

目
適
合
し
た
農
業
者
は
、
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
ま

す
。
ま
た
、「
ち
ば
Ｇ
Ａ
Ｐ
」
ロ

「
生
産
履
歴
の
記
帳
・
確
認
」

　

Ｊ
Ａ
と
う
か
つ
中
央
で
は
、
平
成
28

年
よ
り
農
薬
の
適
正
使
用
を
事
前
に
判

定
し
、
生
産
履
歴
情
報
と
し
て
自
動
記

帳
す
る
「
農
業
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス

テ
ム
」
を
８
事
業
所
（
松
戸
南
・
五
香

六
実
・
六
和
・
鎌
ヶ
谷
・
小
金
・
新
川

の
６
支
店
及
び
松
戸
経
済
セ
ン
タ
ー
・

流
山
経
済
セ
ン
タ
ー
）
に
導
入
し
ま
し

た
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
出
荷
前
に
農

薬
の
誤
使
用
を
未
然
に
防
止
し
、
効
率

的
な
履
歴
記
帳
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
農
産
物
の
安
全
性
を
確
保
し
、
Ｊ

Ａ
・
生
産
者
が
一
体
と
な
り
、
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
を
推
進
し
て
い

く
た
め
に
、
生
産
者
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
振
興
課

老
川　
京
佑

評価・認証対象区分 取組事項 具体的な取組内容

野　菜 39 125

果　樹 40 125

米 35 100

その他の作物（食用） 36 108

ちばGAP（農産物個別基準）

ちばGAPの位置づけ
種類

区分 食品安全 環境保全 労働安全 人権保護・その他

GLOBAL G.A.P
ASIA GAP

ちば GAP

国のガイドライン

内容（例）
・農薬安全使用
・衛生管理
・異物混入防止

・農薬散布の周辺への　
　影響回避
・適正な施肥

・作業環境改善による　
　事故防止
・機械棟の安全管理

・強制労働の禁止
・使用者と労働者の対話
・商品回収テスト
・水使用量の把握と節水努力

オプション




